
数値目標の達成状況（がんセンター研究所）                                                      

医療機能や医療の質、連携の強化等に係る数値目標 

数値目標 単位 2024 実績 2025 目標 2025 実績見込 達成率 2026 目標 目標未達理由と今後の対策 

１研究員あたり研究英語論文数 件 3.5 3.5 2.9 82.9% 3.7 

【目標未達理由】 

・他機関との共同研究等、研究員と比較して論文執筆件数が多い分野長が、２分野で 

選考中であるため。 

【今後の対策】 

・引き続き進捗管理を徹底するよう分野長に周知する。 

学会・学術会議発表件数 件 109 80 119 148.8% 85 

【今後の対策】 

・研究員数の少ない中で、一人あたりの学会発表数を増やすよう分野長に周知する。 

公的研究費獲得件数 件 78 80 76 95.0% 85 

【目標未達理由】 

・追加公募などで実績を追加できたが、２分野で分野長の選考中でこれらの分野では研

究員も欠員となっているため。 

【今後の対策】 

・来年度での達成に向けて、８月着任を目処に分野長選考を進めるとともに、公的研究

費獲得に向けて応募を分野長に周知する。すでに、来年度 AMED の新規採択課題が２件

決定しており、積み上げを図る。 

公的研究費獲得額 千円 436,544 350,000 337,178 96.3% 350,000 

【目標未達理由】 

・追加公募などで実績を追加できたが、２分野で分野長の選考中でこれらの分野では研

究員も欠員となっているため。 

【今後の対策】 

・来年度での達成に向けて、８月着任を目処に分野長選考を進めるとともに、公的研究

費獲得に向けて応募を分野長に周知する。すでに、来年度 AMED の新規採択課題が２件

決定しており、積み上げを図る。 

病院との連携研究件数 件 66 50 51 102.0% 55 

【今後の対策】 

・引き続き病院との連携した研究の推進とともに、病院との共同研究の論文発出に努め

るよう分野長に周知する。 
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企業との共同研究件数 件 2 6 2 33.3% 7 

【目標未達理由】 

・企業との共同研究を主導していた分野長が退職し、後任の分野長は選考中である  

ため。 

【今後の対策】 

・引き続き新規の企業への働きかけによる共同研究誘致を分野長に周知するとともに、

学会等の機会を通じて、企業とのマッチングを加速する。 

企業との共同研究資金獲得額 千円 41,442 35,000 9,324 26.6% 40,000 

【目標未達理由】 

・企業との共同研究を主導していた分野長が退職し、後任の分野長は選考中である  

ため。 

【今後の対策】 

・引き続き新規の企業への働きかけによる共同研究誘致を分野長に周知するとともに、

学会等の機会を通じて、企業とのマッチングを加速する。 

学術機関との共同研究件数 件 178 95 127 133.7% 100 

【今後の対策】 

・引き続き招聘セミナー、名古屋大学を中心とした各種機関連携を通じ、更なる共同研

究の活性化を促すほか、招聘セミナーの周知を図る。 

若手がん研究者の受入数 人 44 45 47 104.4% 50 

【今後の対策】 

・現在２分野で分野長が不在で、若手研究者の受け入れは十分ではないが、引き続き研

究員、リサーチレジデント、任意研修生のリクルートの強化を分野長に周知する。 

 

 

【参考】公的研究費獲得状況（研究所分）  

 2024 実績 2025 実績見込 

文部科学省(日本学術振興会)補助金 
金額(千円) 125,427 96,772 

件数(件) 2 4 

文部科学省(日本学術振興会)基金 
金額(千円) 63,262 84,449 

件数(件) 43 47 

厚生労働省補助金 
金額(千円) 650 650 

件数(件) 1 1 

AMED（国立研究開発法人日本医療研究開発機構） 
金額(千円) 217,097 139,757 

件数(件) 22 17 

JST(科学技術振興機構) 
金額(千円) 26,658 12,350 

件数(件) 3 2 

国立がん研究センター研究開発費 
金額(千円) 3,300 3,200 

件数(件) 6 5 

その他 
金額(千円) 150 0 

件数(件) 1 0 

計 
金額(千円) 436,544 337,178 

件数(件) 78 76 
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